
  

  

 

  

クレイで作るひな人形♡ 
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◆３月１０日（月）10:00～11:30 
リズムダンス＆ストレッチ  

◎コロナ感染予防のため、お食事はありません。 
検温・マスク着用でお願いいたします。 

 

主催:井上地区健康づくり推進委員 共催:井上シニアクラブ 
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1 月 25 日（土）、コロナウイルス感染から 6 年間も中止していた恵方巻を復活しました! 
子ども達はみんな初めてなのでワクワク、大人達は久しぶりでうまくできるかドキドキでした! 
米粒で海苔を繋ぎ、寿司米を引き、中身材料を並べ号令に合わせ“いっせ～の!で、”綺麗に巻けました! 
寿司米も、純米酢や能登の塩などを合わせたすし酢で、しっかりした優しい味に子どもたちは、“めっちゃ

美味しい!世界一美味しい!今まで食べた中で一番美味しい!”と、お腹い～っぱい食べました。 
⾧さ 14 メートル!これ以上部屋の⾧さが足りなく伸ばせません!定員 40 名で満員!来年も申込殺到しそ

うです。公民館より広い所ないかな!それとも U に曲げてできるかな?など考えるのが楽しみです。 
ご指導ご協力いただきました地域の方々に感謝いたします。 
さて、お寿司を巻く道具“巻きす”の代わりに何を使ったかわかりましたか?身近な物を使いました! 

今
年
も
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今年も一緒に作りました！ 味噌づくり 
 

2/15(土)、井上コミュニティプラザで、作る楽しさ、出
来上がりを待つ楽しさ、食べる楽しさと３回楽しめる味噌
づくり教室を毎年開催しており、井上地区には沢山の味噌
づくりの先生がいます!そこで今年も、みんなでわいわい
楽しく豆を炊くところから始めました! 

大豆を煮込んでいる間も、地域の方々の「つながり」
があり輪が広がっていました!(^^♪ 
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SDGｓって何？⑫ 

第 １５ 回 

第 2 回地区別ワークショップ 
津幡町の未来について 

みんなで話しましょう! 
 

津幡町では令和８年度からスタートする、 
第６次津幡町総合計画の策定を始めており、町企画課が
各地区でワークショップを開催しました。 

第１回（昨年 11/22㊎）のワークショップでは、津幡町や井上
地区の「良いところ」「困りごと」「将来なりたい地区･まちの
姿」について話し合いました。 

今回は、第１回で出た意見を町 
が整理し「将来なりたい地区」の 
実現に向けて４グループに分かれ 
話し合い最後にグループ毎に意見 
を発表しました。 
 また、グループ間での話ですが 
「井上地区で“キツネ”を見た！」と話しがあり、本当に⁈イタ
チかテン・狸じゃない？など言われておりましたが、「絶対
キツネ옎옏옐옑옒옓옕옖옔だ！」との事！見かけたら近づかないように！ 
逃げ足は速いそうですが옎옏옐옑옒옓옕옖옔 

井上公民館では、地域の皆様から 
いろんな情報をお待ちしております。 

井上公民館サークル「井上の郷土文化を考
える会」が制作された紙芝居です。 

原本も公民館で貸し出ししていますので、
ご利用の際はお問合せください。 

  
 
 

 
 
  
 

 

SDGｓの目標  「２．飢餓をゼロに」 
飢餓（きが）とは、食べ物が十分に手に入らず、栄養不

良の状態を言います。世界では、10 人に 1 人がその日

食べる物がなく、明日以降も食べられるかわからない人

です。特に南アジアやアフリカでは、３人に 1 人の子ど

もが飢餓状態に苦しんでいます。 

戦争や自然災害、開発途上国での人口増加で、食べ

物の生産が必要量に追いつかない状態です。 

「持続可能な農業」 
飢餓で困っている地域の多くは、十分な食物を生産で
きる農業技術を持っていません。大雨や日照りに対応
できる農業施設がなく、無理に森林を切り開いて農地を
作り環境破壊をまねいたりしています。飢餓で苦しむ人
を減らすためには、先進国がその地域にあった農業施
設や農業技術を提供し、運搬や販売のサポートをする
必要があります。 

「日本の飢餓」                         
日本では、世界の貧しい地域に比べれば命の危険となる

飢餓は少ないですが、日本にも食の問題はあります。一

人きりでごはんを食べる「孤食」 好きな物ばかり食べて栄

養がかたよったりします。無理なダイエットで食事をとらな

い「拒食」、逆に食べ過ぎてしまう「過食」などの「摂食障

害」があります。 

「食べられない」だけでなく「正しく食べない」も問題です。 

「日本の飢餓への対応」 
無料や安く食事を提供する「こども食堂」で、地域の人な

どが食の問題に取組み、学校給食の無償化に向けた動

きが始まっています。一方で食事を残し、余分な食品を

捨てる「フードロス」が起こっています。食品を必要な人に

届ける「フードドライブ」などへの寄付も考えましょう。 
 

                    （代市 光男 記） 


